
ットカード決済の導入及び特産品の発注・発 が増加すれば、予算額より多く費用がかかることとなる可能性がありま

入等、より寄附しやすい環境づくりが必要です。 送事務を効率化に係る費用を新たに追加しました。 す。

08 40 0 40

11 98 0 98

12 1 0 1

差引一般財源 0 139 0 139

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２７年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 6. ふるさとまちづくり応援寄附推進事業

1. 総務管理費

9. 企画費 企画政策課

（佐倉市）　　

第６章
「ともに生き、支え合うまちづくり」～市民ととも 398

に地域の絆をそだてる行政運営～ 平成23年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策９
健全な財政運営を進めます 平成24年度 0

平成25年度 0

施策１
持続可能な財政運営に努めます 平成26年度 0

平成27年度 398

0

139 139

・寄附の受入れを行います。 寄附をしたものの想いに応え、もって個性豊かで活力あ 寄附の増加、市の知名度の向上及び地元商品の販売促進

・インターネットでの寄附の受入れを可能とします。 るふるさと佐倉のまちづくりに資します。また、併せて、特産品の贈呈 等の効果が期待できます。

・クレジットカード決済を導入します。 等の取組みを通じて、寄附の推進、市の知名度の向上及び産業の活性化

・特産品の発注・発送事務を効率化します。 を図ります。

寄附を増加させ、併せて市の知名度の向上等を図 寄附件数の増加傾向を反映し、特産品の贈呈やゆ クレジットカード決済に係る代理納付システム利

るためには、インターネットを活用した制度の周知に加え、そのままイ うちょ銀行における口座振替に係る費用を増額した他、インターネット 用料など、寄附金額の一定割合が費用となるものがあるため、寄附金額

ンターネット上で寄附を受け付ける仕組みやクレジットカード決済の導 での寄附の受入れ、クレジ


